
  夢をもつために 自分の心の声をきく！  

新年を迎えてからおよそ1か月が過ぎようとしています。この冬はこれまで数年と違って厳しい寒さが続いていますが、健康面

にはくれぐれも気をつけて勉強やスポーツに頑張ってくれることを期待しています。 

3 学期は進級や進学をひかえた大切な学期です。来年度に向けて良い形で繋げていけるよう、一日一日を大切に過ごしてもらい

たいものです。そこで学期の始まりにあたって子どもたちに次のような話をしましたので紹介しておきます。 

 

 

 

保護者の皆様方におかれましても忙しい時期になりますが、引き続き本校の教育活動にご支援・ご協力よろしくお願いします。 

 学年の枠を超えて 昔ながらの遊びを堪能  ～お正月遊び～  

 1 月 13日（木）と14日（金）の２日間、昼休み 

を利用して「お正月遊び」を行いました。これは、お 

正月の伝統的な遊びを通して異学年で交流し、お互い 

の良さを感じ合うことをねらいの一つとしています。 

当日は6年生が中心となって、「羽根つき」や「かる 

た」、さらに「すごろく・のの字さがし」、「将棋」、「ぼ 

うずめくり」、「こま」、「けん玉」の遊び場を教室ごと 

に設け、1～5年生の子どもたちがそれぞれ好きな場 

所に行って楽しみました。子どもたちは学年の枠を超 

えてみんなで楽しんでいました 

 春からの中学校生活に向けて ～室生中学校入学説明会～  

１月17日（月）、室生振興センターにおいて室生中学校入学説明会が行わ

れました。これは本校6年生の保護者と児童を対象にした説明会で、中学校

の先生方から学校生活の様子や服装、持ち物等について詳しい説明がありま

した。説明会終了後、制服や体操服の採寸などを行いました。子どもたちに

とっては春からの中学校生活に向けた大切な時間となりました。 

 密を避けオンラインで実施 ～被害防止教室～  

 １月 20日（木）、被害防止教室を実施しました。当日は、講師として奈良県

警察本部と桜井警察署のお二人に来校いただき、密を防ぐため低学年（１～３

年）と高学年（４～６年）別々にオンラインで指導を受けました。低学年では

「いかのおすし 一人前」という標語をもとに自分の身の守り方、高学年では「ス

マホの正しい使い方」について事例を交えてお話をしていただきました。オン

ラインという形に変更しましたが、子どもたちは真剣に耳を傾けていました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

【お知らせ】・２月の給食費の口座振替日は 15 日（火）、予備日として 25 日（金）になっています。ご準備よろしくお願いします。 

 

 

          虹の架け橋 

1 日（火）室生中学校体験入学（6年） 

2 日（水）委員会活動日 

3 日（木）授業参観・懇談（1･3･5 年）【中止】 

4 日（金）ＩＣＴ支援員来校 なかま集会 6 年議会プログラム【中止】 

7 日（月）全校朝会 ＡＬＴ来校 

8 日（火）授業参観・懇談（2･4･6 年）【中止】 

10 日（木）幼保小交流会 【中止】 

11 日（金）建国記念の日 

14 日（月）スクールカウンセラー来校  ＡＬＴ来校 

15 日（火）6年生薬物乱用防止教室 

16 日（水）クラブ活動日（3年クラブ見学） ＩＣＴ支援員来校 

21 日（月）スクールカウンセラー来校  ＡＬＴ来校 ＩＣＴ支援員来校 

23 日（水）天皇誕生日 

25 日（金）6年生を送る会  ＩＣＴ支援員来校 

28 日（月）ＡＬＴ来校 
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 万が一の地震にそなえて ～学級ごとに指導～  

 1 月 25 日（火）、地震を想定した避難訓練 

を全校一斉に実施する予定でした。しかし、 

新型コロナ感染症が猛威を振るう中、その影 

響を考慮し、全児童が集まる形を避けて学級 

別に指導することにしました。学級担任から 

地震が起こったときの対処の仕方を説明しま 

した。 

校長室の窓から見える景色 ～一枚の写真から～  

 １月半ば過ぎ、校長室からふと窓の外をみると広場で縄

跳びに興じる子どもたちの姿。中 

休みといえ、外はちらちらと細か 

い雪が舞う肌寒い日。コロナ禍で 

様々な活動が制限される中、何だ 

かほんわかした気分になり、思わ 

ずシャッターをきりました。 

２月の主な行事予定 

「大切なのは幼い頃から夢を持つこと、夢を持つためには、まず、自分の心の声をきくこと」 

 自分自身が本当にやりたいこと、なりたいものを人に決めてもらうのではなく、自分で見つける、自分自身に問うてみる、そういうこ

とかなと思います。自分の（強い思いで）選んだ道なら後悔はしないということだと思います。 


